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概要 :本ノートは、専修学校について、その教育制度の構造を、 一条校との関係に注目し
ながら整理し、学校制度上の特徴がその後の展開にどのように影響したかについて検討す
るものである。専修学校制度は、その成立 (1976年) 当初より、法規定に一条校との関連
性がもたされており、この関係性を強化させる方向でその後の政策が採られた。それをも
とに、その後の政策を通して一条校との関係が徐々に確立していった。結果として、専門
学校は傍系として独立して発展することができなかったことに加え、教育段階に対応した
職業教育について規定されるこ ともなく、現在にいたっている。これらの状況については、
一般的に中等後教育の大衆化の影響と解釈されている が、本ノートではそれを制度的特徴
から説明することを試みている。
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はじめに
本論は、専修学校に関する基礎的な法規定
を整理し、学校制度としての専修学校制度の
特徴を明らかにし、その問題点について考察
することを目的としている。
現在の専修学校制度は 1976年に成立した
学校制度であり、戦後の新学制の中で各種学
校として分類された多様な学校がその前身と
なっている。つまり、現在の専修学校は、各
種学校が教育条件等を引き上げることによっ
て制度上 「格上げJされたものであり、した
がって、専修学校は各種学校教育との連続性
や類似性をもっているといえる。しか し、
1976年に専修学校が学校教育法上に規定さ
れてからは 各種学校とは全く異なる展開を
みせている。このように見れば、専修学校が
学校制度として成立 したことが何らかの役割
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を果たしていると考えられる。
周知の通り、専修学校の中で高校卒業程度
の者を受け入れる専門課程は「専門学校Jと
呼称されており、現在では、大学に次ぐ高卒
者の進学先 として定着している。特に職業関
係資格取得に関しては、専門学校での学修が
実質的に必修となっている資格も少なくない
(看護士や理学療法師など)。他方、 2010年
1月に出された中教審答申「今後の学校にお
けるキャリア教育 ・職業教育の在り方につい
てJの中でも、専門学校が注目されており、
大学、短期大学、高等専門学校等と並んで、
「職業実践的な教育j を実施する枠組みの中
に含まれている。今後、この答申に即して、
中等後の職業教育が再編されることも予見さ
れるが、現在まで、専修学校の構造や、教育
制度としての特徴などについて、 他の教育機
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関と同様に十分に検討されてきたとは言えず、
我が国の学校制度の中で、専修学校制度の制
定がどのような役割を果たしているか、とい
う点について検討した研究は限られている 10
そもそも、専修学校は、学校教育法第 124
条に規定されている教育機関であり、同第 1
条において「学校j として厳密に規定されて
いる「幼稚園、小学校、中学校、高等学校、
中等教育学校、特別支援学校、大学及び高等
専門学校J(いわゆる一条校)以外で「学校J
と称されるものは同 134，条に規定されている
各種学校及びこの専修学校のみである。
本稿では、このような、専修学校と一条校
との共通性、相違について、今一度整理する
ことを目指している。以下ではまず、専修学
校の制度構造を、特に一条校との関係に注目
して整理する。加えて、制度化以後に採られ
てきた政策について、一条校との関係がどの
ように扱われてきたかという点に注目しなが
ら、整理・分析し、今日的に問題と思われる
点について明確にしたい。
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専修学校制度の構造と一条校との関連性
と定めている。具体的には、 2項で高等課程
について、「専修学校の高等課程においては、
中学校若しくはこれに準ずる学校を卒業した
者若しくは中等教育学校の前期課程を修了し
た者又は文部科学大臣の定めるところにより
これと同等以上の学力があると認められた者
に対して、中学校における教育の基礎の上に、
心身の発達に応じて前条の教育を行 うものと
する。Jとして、 一条校でいえば高等学校段階
にあたる課程として高等課程が設置されてい
る。次に、 3項では専門課程について「専修
学校の専門課程においては、高等学校若しく
はこれに準ずる学校若しくは中等教育学校を
卒業した者又は文部科学大臣の定める ところ
によりこれに準ずる学力があると認められた
者に対して、高等学校における教育の基礎の
上に、前条の教育を行うものとする。Jとして、
中等教育以後の課程として専門課程を置いて
いる。加えて、 4項では「専修学校の一般課
程においては、高等課程又は専門課程の教育
以外の前条の教育を行うものとする。Jとして、
高等課程、専門課程以外で 124条の基準を満
たすものについては、一般課程とするとして
いる。この場合にも、 124条の各号の基準は
見たさねばならない。
この 3つの課程の位置づけを整理すれば、
124条にある「職業若しくは実際生活に必要
な能力を育成し、又は教養の向上を図ること
を目的として・ (略) ・・組織的な教育を行
うj ことを専修学校教育の成立条件とし、そ
の中でも、高等課程では、中学校での教育の
上に「心身の発達に応じj ることが求められ
ており、専門課程では、高等学校程度の「教
育の基礎の上にj 教育を行うことが求められ
ている。 一般課程については、これら 2課程
にあてはまらないものとして消極的に規定し
ている。
つまり、高等課程には一条校の高校の目的
-31-
と同じく「心身の発達に応じJることが求め
られており、専門課程では 中等教育修了の
「教育の基礎の上に」という規定がなされて
いる。そして、それらどちらにも当てはまら
ない、つまり教育段階 ・年齢を問わないが、
124条に定める教育の条件を満たすものが一
般課程であると理解することができる。
このような学校教育法の規定からは、専門
課程及び高等課程は、教育内容に関する規定
は共通しているが、どの段階において教育を
行うか、という点で「一条校の教育段階と関
連づけJられて規定されている ことが分かる。
以下では、さらに詳しくこの一条校との関連
付けについてみる。
専修学校設置基準における一条校との関連
さらに詳しく 一条校との関連を見るために、
ここでは、専修学校設置基準における 3課程
の違いについて「教育課程j と「教員資格j
に注目して整理したい。
まず、第 8条の教育課程についての規定で
は、高等課程について、「中学校における教育
の基礎の上に、心身の発達に応じて専修学校
の教育を施すにふさわしい授業科目を開設 し
なければならない。Jとされている。つまり、
専修学校の教育 (124条の各号に定められて
いるもの)にふさわしい授業科目を、[中学校
における教育の基礎の上に、心身の発達に応
じて」開設することを求めている。この「心
身の発達に応 じてJ という文言は、学校教育
法における初等 ・中等教育段階の一条校の目
的の記述と全く閉じものである。
次に専門課程については、「高等学校におけ
る教育の基礎の上に、深く専門的な程度にお
いて専修学校の教育を施すにふさわしい授業
科目を開設しなければならない。 jとされてい
る。これについても、専修学校の教育にふさ
わしい授業科目を、「高等学校における教育の
‘翠セ
門課程の修業年限と当該業務に従事した期問 、記
とを通算して六年以上となる者Jを基準とし sy 
て、他 5項目が定められている。専門課程の そや
教員資格については、この高卒後 6年の教 γ! 
育・実務経験が基準となっている20
高等課程の教員についても専門課程教員と
同じく「その担当する教育に関し、専門的な 下
知識、技術 技能等を有するものでなければ
ならない Jこととし、専門課程教員資格を満
たすこと、又は「専修学校の専門課程を修了 込J
した後、学校、研究所等においてその担当す 十
る教育に関する教育、研究又は技術に関する ぷ
業務に従事した者で、あって、当該専門課程の 奪
修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して四年以上となる者」として、高卒後 4年
の教育・実務経験を求めており、専門課程教
員の 6年の基準に対して、'4年が基準となっ
ている。この高卒後 4年という基準は一般課
程教員にも求められている。
以上のように、教育課程については、学校
教育法 124条に定められている教育を実施す
ることが各課程に共通して求められている一
方で、設置基準の教育課程の規定では、科目
設置の条件として、一条校教育との関連を意
識しながら教育段階の違いを考慮した規定が
なされている。教員資格についても、教育内
容に関わる資質(担当する教育に関する知識、
技術、技能)を共通して求めているが、教員
資格を得るのに、高卒後 6年の経験を求める
専門課程と、 4年で教員資格が得られる高等
課程には、 2年の違いがある。つまり、高等
学校の教員資格が大卒時の免許取得によって 、 量
得られることを高卒後 4年とカウントすれば
与量
同程度の経験によって高等課程の教員の資格
を得ることができる。この点において、高等
学校教員資格左のゆるやかな関連が見られる。
他方、専門課程教員になるには、その後 2年
の経験が必要となることから、高等学校教員
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教育学論集
基礎の上に、深く専門的な程度Jを目安とし
て設定することが求められている。この規定
からは、「深く専門的な程度Jという基準が示
されているが、この基準は他の一条校に関す
る学校教育法、設置基準の規定には見あたら
ないものである。他方、専門課程については、
これに加えて f専門課程の授業科目の開設に
当たっては、豊かな人間性を酒養するよう適
切に配慮、しなければならない。」ことが定めら
れておあり、この「豊かな人間性Jの酒養は、
学校教育法における高等学校及び中等教育学
校の目標として掲げられている文言である。
専門課程は高等学校卒業程度の者を対象とし
ているが、この規定は、あくまでも中等教育
機関として専修学校を位置付けるという意味
があると考えられる。ただし、専門課程に対
しては「心身の発達に応じてj という初等・
中等教育機関に特徴的に見られる文言が無く、
対して、「深く専門的なJという規定は専修学
校高等課程、独自の規定となっていることは
注目に値するだろう。
他方、一般課程については「その目的に応
じて専修学校の教育を施すにふさわしい授業
科目を開設しなければならない。Jとされてい
るのみであり、教育段階に対応する文言は見
あたらない。
このように、科目設置にあたっても、専門
課程、高等課程については、一条校との対応
関係が示されていることがわかる。
次に教員資格については、専門課程の教員
から定められている。まず、専門課程の教員
の要件を「その担当する教育に関し、専門的
な知識、技術、技能等を有するものでなけれ
ばならないJこととし、具体的には f専修学
校の専門課程を修了した後、学校、専修学校、
各種学校、研究所、病院、工場等においてそ
の担当する教育に関する教育、研究又は技術
に関する業務に従事した者で、あって、当該導
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専修学校制度の構造と一条校との関連性
資格以上の者が求められているといえる。
以上のように、専修学校設置基準について、
専門課程と高等課程の違いに注目しながら整
理すれば、両課程は教育内容については共通
した規定が設けられており、中等教育機関と
してひとつの学校種としての制度上の一貫性
を保っているように見える。しかし、高等課
程、専門課程には教育段階の違いによって、
一条校との矛盾が生じないように、規定に違
いが設けられているという特徴がある。この
ような特徴が実際にはどのように影響してき
たのかという点について、以下、制度化後の
政策の展開を整理しながら詳しく検討したい。
2)専修学校制度に対する文部科学省の政策
の展開
以下では、専修学校に対して文部科学省
が実施してきた政策について、一条校との関
係に注目し、整理を行う。以下の表は、文科
省がまとめた専修学校に対する政策である。
昭和 51年 1月 |学校教育法一部改正及び専修
学校設置基準等の施行により、
専修学校制度発足
昭和 57年 8月 |私立学校振興助成法の一部改
正(専修学校を設置する準学校
法人に対する国及び地方公共
団体の助成及び監督規定を整
備)
昭和 60年 4月 I {!筆業年限 2年以上等の要件を満
たす専門課程卒業者に 「国家公
務員種試験j 受験資格
昭和 60年 9月 |修業年限3年以上で文部大臣の
指定する高等専修学校卒業者
に f大学入学資格j を付与 (6
月に臨時教育審議会第 l次答
申)
、
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平成 3年 7月
平成 5年 4月
平成 5年 4月
平成 6年 6月
平成 9年 7月
大学設置基準等の改正により、
修業年限 2年以上の専門学校に
おける学修(既修得単位を含
む)を、大学等が単位として認
定する制度を創設 (2月に大学
審議会答申)
一定の専修学校の設置を主た
る目 的とする準学校法人等を
所得税法及び法人税法上の特
定公益増進法人に追加
学校教育法施行規則の改正等
により、高等専修学校における
学修等を、高等学校が単位数の
一部 として認定する制度を創
設
専修学校設置基準の一部改正
(他の専修学校等における学
習成果の認定、昼夜開講制、科
目等履修制度を導入)
一定の要件(修業年限 2年以上，
総授業時数 1，700時間以上等)
を満たす専門課程の修了者に
対し「専門士j の称号を付与で
きる制度を創設
「専門土」の称号を付与された
留学生が、修了後も一定の要件
を満たせば在留資格の変更を
許可し、大学への留学生の場合
と同様に本邦において就職す
るこ とを認めるよう取り扱い
を変更
平成 10年 6月 |一定の要件(修業年限 2年以上、
総授業時数 1，700時間以上)を
満たす専門学校修了者の大学
編入学等を盛り込んだ学校教
育法等の一部改正法成立、施行
日は平成 11年 4月 1日 (平成 9
年 12月に大学審議会答申)
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留学生の資格外活動許可(アル 平成 17年 9月平成 10年 9月
|総授業時数 3，400時間以上等)
を満たす専門課;程の修了者に
対し， r高度専門土j の称号を
付与できる制度及び大学院入
学資格を認める制度を創設
バイト)について 大学への留
学生の場合と同様に取り扱い
を変更
1:専門学校卒業者の公認会計士
試験及び不動産鑑定士試験の
平成 11年 2月
専修学校設置基準の一部改正平成 18年 3月
(遠隔授業の行える範囲を 1/2
から 3/4に拡大、自宅において
も可能に〉
11年度より)
専修学校設置基準の一部改正平成 11年 10月
勤労学生控除制度の改正(個人平成 18年 3月
(他の専修学校等における学
習成果の認定範囲の拡大、遠隔
立専修学校等の生徒について
も、当該専修学校等が文部科学
教育の導入) (6月に生涯学習
審議会答申)
大臣の定める基準を満たす場
合には、勤労学生控除の対象と
して取り扱われることに)
平成 12年 12月|専門学校卒業者について社会
:1保険労務士試験の受験資格を
拡大(平成 13年度より)
個人立専修学校等の生徒につ平成 18年 4月
いても、勤労学生控除の適用対
象とするよう、所得税法等を改
[正
円一
大学入学資格に係る専修学校
し、専門学校卒業者について税
理士の受験資格を拡大(平成 14
年度より)
h 平成 18年 8月専修学校設置基準の一部改正平成'14年 3月
高等課程の指定に関する実施(自己点検評価・情報提供につ
要項の改正(課程の開設年度か
らの申請が可能に)
大学院入学資格に係る専修学
いて規定)
学校教育法施行規則の一部改平成 15年 9月
凶校専門課程の指定に関する実
:正(各専修学校における個別の
入学資格審査を導入する等、入 y
わ施要項の改正〈課程の開設年度 t .学資格を弾力化)
E からの申請が可能に)
!専修学校の専門課程の修了者
平成 15年 12月|専修学校等法人(私学注第 64
条第4項に規程する法人)の認
可基準等の改正(個人立専修学
校等の学校法人化の要件を緩
j同l
、
-. 
li和)
ド専修学校設置基準のー部改正
. 
b 平成 16年 6月
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第一次試験の免除の適用〈平成
税理士法の一部改正法が成立平成 13年 6月
iに対する'高度専門士の称号の I! 
?:1付与に関ずる実施要項の改-並 |; 
， j〈課程の開設i年度からの推薦が J
!可能に〉
' 
(校舎面積基準の弾力化，他の l
i学校等の;施設ー設備等の使用を?
.可能とする〉 ‘: 
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専修学校制度の機造と一条校との関連性
(出展:文科省 Hpr専修学校に関するこれまで
の主な施策の経緯J
http://www.mext.gojp/ a_menu/ shougai/ sensh 
uu/021101.htm) 
表にあるように、専修学校に対する政策で
は、一条校との関係を調整するものが多い。
太字部は高等課程に関して、下線部は専門課
程に関して、それぞれ一条学校との関係を調
整するためにとられた政策である。
例えば、 1985(昭和 60)年に「修業年限 3
年以上で文部大臣の指定する高等専修学校卒
業者に『大学入学資格』を付与Jすることが
可能となった。これによって、文科省の指定
を受ければ 高等専修学校卒であっても、高
等学校卒者と同じように大学に入学すること
ができるようになった。現在、この指定を受
けている高等専修学校は多く、 (2010年度に
は900課程以上が指定を受けており 2009年
度の高等課程数 494を超えている。)、殆どの
高等課程が指定を受けていると考えられるに
その後、高等課程に対しては 1993年に専修
学校高等課程における単位取得を高等学校の
単位として認めることができるよ うになって
おり、部分的に専修学校の学修は高等学校の
学修と同等に扱われることとなっている。
これらの扱いについて定めた文科省の通知
では、「修業年限が 3年以上であることJ及
び[課程の修了に必要な総授業時数が 2，590
時間以上であること Jを求めている。授業内
容に関しては、 420時間は普通科目に充てる
こと、そのうち 105時間までは、教養科目(茶
華道、礼儀作法等含む)で代替可能なこと、
また教員は高等学校教諭免許取得者が望まし
いことなどが定められているが、総じて緩や
かな認定基準となっている。これらの基準を
もって、高等学校卒業者と閉じく大学入学資
格が得られることについて、高等課程が量的
-35-
に少ないこともあり、それ自体についてあま
り注目されてはいない。
これは、 1980年代以降の高等学校の多様化
政策の進展の中で、高等学校に対する政策の
変化が影響をあたえたようにみえる。つまり、
1980年代以降の高校多様化政策の背景には、
個性の重視を掲げ、普通科一辺倒の高等学校
教育を批判する傾向強まり、専門高校だけで
なく普通科高校においても多様な実践が求め
られるようになった。他方で、総合学科の出
現に顕著なように、中等教育の段階での完成
教育を保障することは難しくなり、具体的な
職業教育は中等後教育段階に期待されるよう
になった。その結果、中等教育機関はその後
の教育機関との接続に注目がおかれるように
なっていった。このような傾向の中で専門高
校は徐々にその役割を縮小せざるをえず、高
卒後に大学、短期大学、専門学校において実
質的な職業教育が行われるようになった。こ
のような背景の中で、中等教育段階において
も、多様な教育を目指す土壌ができてきたよ
うに見える。そのため、専修学校高等課程に
ついても、大学入学資格を与えることや、無
償化の対象とすることに制度上の矛盾が指摘
されにくかったといえる。
勿論、このような傾向は、中等後教育への
進学率の上昇が影響しているように思われる。
つまり、前述したような後期中等教育の役割
の変化によって、中等教育から中等後教育へ
の接続可能性の有無こそ教育制度上の関心事
にはなれども、その教育の中身は厳しく問わ
れることはなかった。これは、文科省が認可
にあたって 通知というレベルで、その基準
を設定していることからも明らかであろう。
表の中でも、専修学校高等課程において、大
学入学資格を認めることが可能となって以後、
それ以上の制度的改善は実質的に必要なくな
ったと考えられる。これは、中等後教育の大
教育学論集
衆化と共に進行した中等教育の質的変化を表
しているといえる。
以上のような前提にたって、専門課程につ
いてみれば、専門課程においても大学におけ
る教育との互換性が保たれるシステムがとら
れている。具体的には 1991年の単位認定、
2005年の高度専門士の設置及び3400時間4
年以上の課程の専門課程卒業生に大学院入学
資格を与えることができるようになった。こ
の制度についても文科省の認定が必要であり、
現在およそ 600の課程が認可されているが、
これは全課程数 (2010年度 2927課程)から
すれば一部である。したがって、専門課程か
ら大学院への進学は限定的で、あり、認可につ
いても一部に留まっていると考えられる。他
方で、専門課程の教育については、公務員試
験などの受験資格や、資格試験における扱い
について調整がなされていることが注目され
る (1999-2001年にかけてなど)。これは、
専門課程が具体的な職業教育段階であり、そ
の後の進学を前提としない課程として定着し
ていることが影響しているだろう。
護
学校制度としての専修学校制度
現在、わが国の学校教育制度において、 ← L 
つの学校種内に、複数の課程、しかも当該教 ぺ?
育を受ける年齢の異なる課程を設けているも
のには、他に、中等教育学校及び大学院があ .:;
る。中等教育学校は6年の修業年限の中で前 t
期の3年を前期課程ミ後期の 3年を後期課程
としている。〈学校教育法67条〉 戸
二他方大学院については、大学院寝体は学校 二
教育法一条院は規定べされていないが、大学が
設置できるものと:して規定されている(学校 ? 
明、鰯向 i' ; 二 ， ぷ J f 
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く異なる。前述のように、中等後教育の大衆
化によって、高等課程では互換性の担保が大
きな意味を持ち、一定の役割を果たしている
が、専門課程ではその活用は一部に留まって
いる。このような中等教育と中等後教育の質
的相違が、同じ学校種でありながらも、高等
課程と専門課程とを異なる学校のように展開
させている主な要因であると考えられる。
専門課程のI場合にみられるように、具体的;
な職業教育段階(その後の進学が必要ない段
階)においては、教育の互換性のもつ意味は
高等課程に比して少ない。したがって、高等
課程とは異なり、独立した学校種のような展
開を見せていると考えられる。このように、
教育制度上の規定を実際に考えた場合に、専
門学校が専修学校の主流となっている背景に
は、その教育に対するニーズのみでなく、①
専修学校が提供しようとする教育、②それが
求められる教育段階、の点で¥結果として高
等課程より制度的な矛盾も少なかったことが
影響していると考えられる。ただし、この点
については、高等課程の教育の価値が低いと
いうことではなく、専門課程に対する法制度
のほうが、制度的に理解・受容されやすい条
件を備えていた、という意味があると考えら
れる@
3)専修学校教育と一条校教育
以上のように、専修学校制度が制定されて
以降、高等課程及び専門課程の専修学校教育
と一条校の教育については、主に次段階の進
学(及び転学〉の保障という点から、同等に
扱えるように配慮されてきた。このように、
進学を可能とする機能を果たせるような措置
は一条校教育との f互換性Jの担保をその主
眼としているといえるだろう。つまり、教育
の中身を等しいものとして認めるのではなく、
進学を認めるという部分に重点をおいている
のである'(i) 宅
制度化後のこのような f互換性jのl担保に
関して誌、高等課程も専門課程も同じように
対応されてきたが、実際にはその展開は大き
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専修学校制度の構造と一条校との関連性
教育法 97条)。大学院には、修士課程、博士
課程及び専門職学位課程が置かれており、修
士課程 2年の上に博士課程が置かれている。
しかし、大学院については、博士課程を前期
と後期に区分し、前期課程を修士課程と閉じ
扱いにできるなど、教育研究上の目的に合わ
せて柔軟に扱うことが可能である。
一つの学校種に複数の課程を置くという点
では、専修学校制度は中等教育学校との類似
性を持っていると いえる。特に、前期 3年の
課程を終えた後で、高等学校や専修学校高等
課程、高等専門学校への入学が認められてお
り、実質的には中学校と同じ役割を果たして
いる。つまり、専修学校は中等教育である高
等課程と、中等後教育である専門課程がある
ことによって 中等教育と中等後教育にまた
がっている学校制度であるが、中等教育学校
は中等教育段階において、前期と後期に分け
られている ただし、中等教育学校が制度化
されたのは 1998年であり、専修学校制度よ
りも後であり、このような手法が一条校を模
して採用されたとは考えられない。また、中
等教育学校は、いわゆる中高一貫の学校であ
り、高校進学における入試の負担を減らすこ
と、及び、 6年聞を通して、一貫して大学進
学を目指した教育を行うことを目指している
ものが多い。つまり、例外的に他に進学する
ことができるように、という意図があり、例
外的なコースの離脱を保障しているのに対し
て、専修学校の場合は、例外的なコースの統
合を保障しているといえる。
つまり、専修学校はもともと、学校教育法
において「修業年限が 1年以上であることJ
が条件として求められるのみであり、高等課
程であっても、専門課程であっても、修業年
限が 1年で学校として成立することができる
のである。 したがって、原理的には 1年であ
っても 4年であっても、 6年であってもかま
-37-
わないこととなる。しか し、実際には、中等
教育として、終業年限を 3年とし、その後の
教育機関への進学可能性を担保する高等課程
が多い。このように最低基準を決めてそれ以
上は自由 とする消極的な規定が、互換性担保
のための特別な対応策を必要とした要因とな
っているだろう。
専修学校制度の特徴と一条校との関連
ここで改めて一条校との関係について見直
せば、専修学校は、学校教育法において厳密
には「学校Jと位置付けられないものであっ
て、一条校が正系の学校とされるのに対して、
傍系の学校であるとされてきた。しかし、本
論で見たように、傍系と して成立するために
は、専修学校制度に一条校との関連を持たせ
なくても、それ自身として成立するような制
度設計が必要であったと いえる。つまり、専
修学校高等課程については、年限、教育内容
等をより厳密に定め、卒業後、専門課程への
進学を必ず実現できるような課程とすると共
に、その教育の体系性 ・関連性を担保し、大
学等との関連がなくとも生徒の進路実現を図
れるような制度とすることが、傍系として独
立して成り立つ条件であったと 考えられる。
しかし、それだけで成立するには、専修学校
は量的にも質的にも不十分であった。そのた
め、傍系 として独立した制度構造を持つより
も、専修学校制度として教育内容の共通性を
規定する一方で、 一条校との関連性を意識せ
ざるを得なかったと いえるつこの背景には、
戦後我が国が一条校を中心とした強力な単線
型教育体系を採用してきた点に、一条校と の
関連を意識せざるを得なかった要因があるだ
ろう。つまり、専修学校は傍系の学校として
位置付けられているが、 現在の制度上の位置
付けをみれば、傍系として独立して展開する
ことも、正系 として一条校となることも、不
1三上和夫他 rW1975年法制Jと学校制度の変 ゴ
容ー専修学校に焦点をあてて-J1991年、日 寺
本教育学会大会研究発表要項、 87頁。平塚虞 ! 
樹、児美川孝一郎 f高卒後進学構造の変容と
中等後教育JW講座高校教育改革青年期をひ ; 
らく制度改革』労働旬報社、 1995年。などに
わずかに論点が見られる。 1. 
2専門学校教員の資格・資質については、瀧
本知加 f専門学校教員の実態とその資質・資
格J日本教師教育学会、第 20回研究大会、
2010年 9月、にて詳しく分析している。
3 申請及び課程の廃止等の影響があり、数値
を確定することは困難かと思われるが、かな
り多くの課程が指定を受けているど考えられ
る。
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の中心的課題となるだろう。
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可能であったといえる。
このような制度上の課題は、もう一つ大き
な問題をはらんでいる。それは、専修学校の
高等課程と専門課程の教育内容の共通性に顕
著なように、各教育段階で必要となる職業教
育について、全く規定できていない点である。
つまり、高等課程にあたる年代でどのような
職業教育がなされるべきか、専門課程ではど
の程度の職業教育がなされるべきか、につい
て、全く規定できておらず、一条校との関連
を意識した教育段階の違いが規定されている
のみである。この点を放置したまま、職業教
育が実質的に展開してきたことは、我が国の
教育制度の中で、職業教育と学校教育との関
連が十分に捉えられてこなかった一つの要因
であるといえよう。
まとめ
本論の検討から、専修学校制度は、制度化
された時点で¥一条校と一定の関連を持つ制
度として設定されたがために、完全な傍系の
学校として成り立つことができなかったとい
える。したがって、制度化後は、一条校との
関係を明確化させるための政策がとられてき
ており、その過程の中で、制度的に矛盾の少
なかった専門課程が独立した学校種のような
展開をみせることとなったといえる。
このような経過から見れば、専修学校は常
に一条校との近い関係を保っており、一条校
と対比して語られるほど、独自の教育制度的
基盤を持ち合わせていないと判断することが
できる。したがって、専門学校を傍系として
位置づけ、一条校と対比的に論じるよりも、
制度的に不十分で、あ-るにもかかわらず、なぜ
定着することができたのか、この点に関して、
実態の調査をし、学校として安定的に展開し
ていくに拙、どのような制度的基盤を持たせ
るべきか、という点が、今後専門学校制度論
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